
 

紙芝居を通してメキシコ・日本の友好の歴史を語る 

 

 

2019 年 6 月 18 日、東京 
 

6 月 17 日、日本伝統の芝居仕立ての読み聞かせ『紙芝居』が上演され、メルバ・

プリーア大使が高校生と対話をする場面がありました。メキシコと日本の友好の

歴史と二国関係のエピソードをもとに、２つの話が語られました。今回の『紙芝

居』上演は、2018年にFONCA（メキシコ国立文化芸術基金）の支援を受けて実施さ

れた『メキシコと日本にまつわる３つの歴史物語、類まれなる奇跡の出会い』プ

ロジェクトの一環としておこなわれました。 

 

 

 



 

『紙芝居』を上演するのはアーティスト・文化イベントプロモーターの横尾咲子

さん。横田氏はメキシコ・日本 2 つ文化を育む家庭の母親でもあります。紙芝居

の技巧を松井エイコ氏に学び、2011 年よりメキシコやラテンアメリカの数々の都

市でお祭り、フォーラム、学校、イベントなどで紙芝居を披露しています。 
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